
第１回 2020.09.14

第２回 2021.06.08

 会議体の設置

会議体を立ち上げ、会議の設置目

的を共有

 地域の成り立ちの共有

地域の開発状況やこれまでの検討

経緯を共有

 会議スケジュールの設定

会議全体の進め方、検討ステップを

確認

STEP１ STEP２ STEP３ STEP４ STEP５

地域の成り立ちを知る

検討のゴールを定める

晴海の将来イメージを

共有し課題を抽出する

地域のめざす方向性・

活動・参画者を検討する
活動計画を具体化する

活 動 準 備
(認知活動・

参画者を集う）

晴海コミュニティ構想検討会議
新住民を交えて

活動の開始

第３回 2021.09.28

第４回 2022.02.14

 地域特性・将来像の共有

地域の特徴、将来の姿・今後の活

動に対してイメージ・課題を議論

 各主体の晴海への期待・課題

の把握

将来への期待・現在の地域活動・

晴海地区一体への考え方について、

ヒアリング結果を共有

第５回 2022.05.31

第６回 2022.08.30

 活動の方向性の検討

住民・企業が一体となって行うことで

良くなる活動、多様な主体が参加

するための工夫について、アンケート

結果を共有

 既存の地域活動の共有

晴海地区で行われている多種多様

な地域活動を整理・共有し、地域

活動のめざす方向性を議論

第７回 2022.11.30

第８回 2023.02.28

 地域参加型イベントの実施と共

有
企業が主催した「ねぶくろシネマ」の実施結

果と、そこから得られたことを共有

 地域一体で行うと効果的な地

域活動の検討
地域で共有できる場「晴海地域交流セン

ター」の活用方法、地区内交通の在り方を

議論

 これまでの振り返りと今後の活

動計画検討

晴海コミュニティ構想検討会議 活動報告

2023.10月

晴海地域交流セ

ンター 開設予定

地域一体となった

活動に向けて、

検討の継続、実

際の活動準備、

活動、活動内容

の見直し等を行う

2024年春

まちびらき

さらなる地域

活動の充実

2013年

9月

東
京
２
０
２
０
大
会
決
定

2020年9月 晴海コミュニティ構想検討会議 設置

●これまでの振り返り

●設置経緯
資料１

HARUMI FLAGの整備により、12,000人の人口増が見込まれ
る中、新旧のコミュニティが協働し、先進的なコミュニティを確立す
るための議論の場として当会議体を設置

まちびらき以降の晴海地区における「良好な住環境の形成」
「資産価値の向上」等に寄与する、持続可能な発展型まちづくり
の実現に向けた議論を行う

晴海連合町会代表 12名
晴海をよくする会代表 6名
HARUMI FLAG代表 1名
中央区 3名 計22名

背景：

目的：

構成メンバー：
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●これまでの議論のまとめ

• 現在行われている大小さまざまな活動を積み重ね、継続させていくことが重要。

• 地域活動に主体的に参加することがコミュニティ形成につながる。

• 持続可能な地域活動の実現には住民と企業の協力が不可欠。

• 様々な主体が連携し、活動を広げるために、情報伝達・共有は重要な課題の１つ。

• 交通インフラの整備や地域活動の場所の確保は行政との緊密な連携が必要。

• 伝統文化、歴史、地域特性等 “晴海ならではの価値” を生かした活動がまちの一体感を醸成。

• 晴海地区全体で一枚岩となって活動していくための仕組みや工夫が必要。

資料１

まちびらきの前年度となる令和５年度においては、晴海地域交流センターのオープニングセレモニーをはじめとした、

具体的な取組内容を検討していく。また、地域活動の運営については、その進捗等に応じて柔軟に対応していく

仕組みづくりを検討していく。

今までの議論のなかで見えてきた晴海地区全体で行う地域活動・コミュニティの在り方

晴海コミュニティ構想検討会議 活動報告
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 晴海地区における地域活動の特徴

目的ごとに分布の差はあるものの、 多様な目的の活動が「狭域」「個」から「地域全体」「多様な主体」まで幅広く展開されている。

 活動目的ごとの特徴

安全で快適、住みやすさ・働きやすさ

イベントや多様な事業による賑わい

豊富なパブリックスペース・サービス

コミュニティごとに類似する活動も多いため、近隣との連携や他自治会での転用など今後広がりを生みやすい。

伝統行事を含めた連合町会の活動が地域全体の活動として定着している一方で、新たな活動やSNSでの連携も生まれている。

地域活動の基盤として、多様な主体が関わる組織や会議体が構築されている。

晴海地区における既存の地域活動に関するアンケート

結果

目的・概要

 晴海地区一体となった街づくり・地域活動の検討の手がかりとするために、地域で行われている個々の活動について、晴海コミュ

ニティ構想検討会議構成メンバーにアンケートを実施。

 住民代表の参加者には、規模や内容にかかわらず、携わっている全ての活動について、企業代表の参加者には、晴海地区以

外の参考事例も含めて携わっている活動について回答いただいた。

（実施期間：令和４年７月１日～７月１４日）

資料１

３

参考資料



16 ドッグラン整備に向けた意見交換

1

自
治
会
等

関わる人（人数、人・団体の多様さ）

活
動
規
模
（
地
理
的
広
が
り
）

1 清掃活動 A 2 防災訓練 C 

3 住民向けイベント、高齢者見守りあじさい会 L

4 清掃活動クリーンデイ A

5 自主イベント E

7 防災訓練 C 

9 フォトコンテスト H

8 クリスマスコンサート E

10 住民向けイベント開催 E

11 防災訓練・マニュアル作成 C

6・12 近隣マンションとのマーケット開催 J

13 ホームページ運用 N

14 防災訓練 C 

15 高齢者見守り活動 L

17 地域のお祭りの運営 I

18 晴海盆おどりの企画・運営 I

19 住吉神社例大祭への参加 I

20 防災訓練への参加 N 

21 植栽ボランティア活動 A

22 防犯パトロール C

23 子供向けイベントの開催 B

24 住民向けサービス AEF

25 晴海フラワ-カ-ペットの企画・運営 J

26 晴海デザイン協議会 O

27 工事協定基本協定の締結 O

28 清掃工場運営協議会 O

29 区立公園の住民による自主管理活動 A

30 "トライ＆エラーの取り組み(コンポスト) G

31 "トライ＆エラーの取組(アゲハ蝶飼育ガーデン計画) G

32 春､秋の全国交通安全運動への参加 N

33 各種募金活動 E

34 高齢者クラブ L 35 太極拳クラブ F

36 各種協議会への参加 O

37 植栽 K

38 菜園活動 AK

39 住民向けイベント開催 E

40 親子でガーデニング A

41 春のクリーンデー A

43 防災訓練×賑わい創出 C

44 SNS使った交流 H

45・56 地域のイベント開催に向けた支援 I

46 まちづくり協議会への参加 O

47・48 イベントの主催・広報 HJK

49･52･57 晴海をよくする会 O

50コミュニティ形成の支援 D

53 まちづくり組織への参加 O

55 地域のイベント開催に向けた支援 J

58 地域活動への参加 OK

60 サッカースクールの運営 FGK

61･62 地域イベントへの協賛 I

66 自治会設立支援 D 

67 中央区「緑のアダプト制度」への登録対応および計画作成 A

晴海地区で行われている活動について ＜活動の規模・関わる人による分布（全体）イメージ＞

64 コミュニティ形成の支援 D

42 住民向けイベント開催 E

複
数
自
治
会
・
丁
目
等

晴
海
地
域
全
体

1自治会・団体・企業
（100人未満）

複数自治会・団体・企業
（100人程度）

複数かつ多様な自治会・団体・企業
（1,000人規模）

■凡例
A 環境維持活動
B 子育て世代向けサービス・イベント
C 防犯・防災
D 新規自治会設立の準備
E 親睦活動
F スポーツや趣味のサービス活動
G 実証実験
H 街の魅力発信
I 伝統行事
J 賑わいイベント

K 公開空地を活用した事業
L 福祉サービス・ボランティア
M 晴海地域交流センター運営協議
N 防犯・防災
O まちづくり協議会・デザイン協議会
P 地下鉄延伸構想の検討
Q 域内インフラの導入

晴海地区における既存の地域活動に関するアンケート
参考資料
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